
道路を
大切にして下さい

大型車両の適正かつ安全な走行に向けた連絡会

荷主、事業者、運転者の皆様へ

「大型車両の適正かつ安全な走行に向けた連絡会」は、道路管理者、警察、
関係事業者の所管部局及び関係団体等が連携し、大型車両の運転者及び
関係する事業者の適正かつ安全な走行に向け、情報の交換、啓発・広報
活動など様々な取り組みを行っています。

運んだのは運送会社だから
関係ないよ

いつもより少し荷物の量が

多いんだけど、いつも
積んでも

らってるんだから大
丈夫でしょ？

この間、別の会社に
頼んだら

持ってってくれたよ
。

重量がオーバーすると運べる道路がないですけど…。

すまない。オーバーなのはわかってるんだけど、よその会社に仕事取られちゃうので何とか頑張って

ちょっと重いんじゃ

ないですか？

これ大丈夫ですか？

重量オーバーの車が道路の老朽化を早める！
会社の指示だからしかたない。
でも、安全に運転できるのかな…。

なにかあったら会社は
かばってくれるのかな？

重量オーバーの車の
せいで

予想よりずっと早く傷んで
しまった～

老朽化がすごく進
んでしまった～

重いよ～
壊れちゃうよ～ブレーキが焼けちゃうよ～

荷主、運送事業者、運転者、
それぞれに対して
罰則の適用や
名前が公表される
ことがあります

荷主の言うとおりにしなきゃ、
会社つぶれちゃうかもしれない
し、仕方なかったんだよ。

積み荷が重いからあのカーブで
転倒しちゃったんだ。重いのはわ
かってたけど荷主に文句言えない
し。オレだけが悪いんじゃないよ！

そんな言
い訳は

通用しま
せん！

荷主 運送事業者運送事業者 運転者 運転 者

道路が
傷つくつくつく壊

れる

違反になるかもしれないけど断ったら仕事が来なくなっちゃうからしょうがない…

道路法、道路交通法、貨物自動車運送事業法により、
懲役又は罰金に処されます。

運転者にとっても
危険が及ぶ

荷 主

運送事業者

運転者



国土交通省
http://www.mlit.go.jp/

警察庁
https://www.npa.go.jp/

独立行政法人自動車事故対策機構
http://www.nasva.go.jp/

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構
http://www.jehdra.go.jp/

公益社団法人全日本トラック協会
http://www.jta.or.jp/

東日本高速道路株式会社
http://www.e-nexco.co.jp/

中日本高速道路株式会社
http://www.c-nexco.co.jp/

西日本高速道路株式会社
http://www.w-nexco.co.jp/

首都高速道路株式会社
http://www.shutoko.jp/

阪神高速道路株式会社
http://www.hanshin-exp.co.jp/drivers/

本州四国連絡高速道路株式会社
http://www.jb-honshi.co.jp/

荷主の方へ
車両の積載重量が、走行できる重量とは限りません。
積み込み前に急に荷物量を増やすなど、違法な運行
につながるような依頼はしないで下さい。
あなたの行動があなたの会社だけでなく、運送事業
者と運転者を守ります。

運送事業者の方へ
特殊車両通行許可や制限外許可など必要な許可を
しっかり取得した上で、違法な通行とならないか
自ら確認し、適正に走行してください。
あなたの遵法精神があなたの会社と社員、運転者を
守ります。

運転者の方へ
「安全第一」で運転してください。
許可証を携帯し、経路、通行条件を自ら確認し、違法
な通行とならないように走行してください

お願い

重量がある車は橋に与える影響が大きいですが、新幹
線や建設機械など、大型で重いものを車で運ばなければ
ならないことがあります。
このような一定の大きさを超える車両（特殊車両）※は、
道路管理者に『特殊車両通行許可』を申請し、事前に許
可をとる必要があります。道路管理者は、申請された車
（荷物を積んだ状態）が申請された経路を通れるか審査
し、道路を守るために必要な条件を付けて許可します。
たとえば「誘導車の配置」です。これは、橋に与え

る影響を低減するため、特殊車両の前後に誘導車を配
置し、同時に他の車両が橋に乗らないようにするため
です。
特殊車両を通行させる場合は許可を取り、道路を傷め

ないために必ず条件を守ってください。

※ 一定の大きさを超える車両（特殊車両）とは、下の図に示す値
を1つでも超える車両です。

重量オーバーの車が道路に与える影響 許可を取って
適正な走行を！！

重量オーバーの車が道路に与える影響重量オーバーの車が道路に与える影響 許可を取って
適正な走行を！！
許可を取って
適正な走行を！！

運転者

荷主

運送事業者

橋の路面に穴が空いた事例 橋の路面への影響の試算事例

大型車両1台が、軸重の最高限度（10トン）より
も2トン超過した場合

　重量オーバーの車が通行したため、床版（車両を
直接支える部材）に穴が空いてしまった事例です。
　重量オーバーの車は、道路構造物への影響が甚大
であり、劣化を早めます。

　重量オーバーにより、軸重が最高限度の10トン
を超えて12トンになった場合、床版に対して軸重
10トンの車9台分の影響があります。
　軸重の影響度合は、約12乗に比例しており、少し
の重量オーバーでも大きな影響を与えます。

【橋の路面に与える影響イメージ】

軸重12トン
(基準より2割超過）

軸重10トン車
9台分

大型車両の適正かつ
安全な走行に向けた連絡会

誘導車

誘導車の配置の例

誘導車

幅2.5m

総重量20t  ※指定道路25t
（車両自重＋積載物重量＋乗員）軸重10t 輪荷重5t輪荷重5t

（隣り合う車軸
の軸距により）
18t ～ 20t

高さ3.8m
※指定道路4.1m

長さ12m

最小回転半径12m


